
水害経験と備える知恵（昭和28年 近江八幡市馬淵町＆倉橋部町）

真光寺（避難場所）

旧白鳥川あたりで身動きがとれ
なくなり警察にロープで救出し
てもらった

馬淵小学校（避難場所）
地盤が高いため牛も避難

屏風を立てたような濁流が押
し寄せ、自警団の仲間と肩を
組みながら歩いて帰った

横関橋あたりで空がピカッと光って日
野川の水位が急に低下。下流で決壊し
たと思いパトロールを終了

自警団がパトロールしたルート

流された人が
木に引っ掛かっていた

山手側の家は、通常
に生活ができた

被災者慰霊碑

早鐘が保管されている倉庫

直撃した洪水で家屋が倒壊。
下敷きになった旅芸人６名が
死亡

浄土寺住民が避難した場所
（竹林寺：地盤が相当高い）

浸水した田んぼは
復旧に数年かかった

西燿寺（避難場所）

対岸から多くの住民が安吉
橋を渡り炊き出しなどの支
援をしてくれた

災害後、水害への意識が高くな
り大雨時に安吉橋の水防活動を
多くしたり、家の建替え時には
かさ上げを行うようになった

昔は日野川をはさんだ集落間の交流がさかん
（墓地、祭り、用水の使用など）
近江八幡市合併前は対岸の竜王町の集落との
結びつきが強かった

倉橋部の早鐘
大正８年製作

日野川
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帰宅すると牛が首で息を
していた（2m近く浸水）
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かつてあった要害堤防


